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事務 25

事業

対象

予定

単位： 人 実績

予定

単位： 回 実績

予定

単位： 実績

予定

単位： 実績

予定

実績

Ⅴ－２

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ

（千円）

成果指標

活動指標１

活動指標２

活動指標３

　小中学生、地域住民

事務事業内容

実施形態

令和２年度 令和３年度 令和４年度

目

標

達

成

状

況

0

130

0

成果指標

令和６年度

（活動指標１）地域子ども教室の開催回数

90 109

5,693

107

8,250 8,250

2,862 5,094 5,749

34

97

109

5,942

令和５年度

90

10,500 8,250

1,213

130

8,250

　

方向性 改善、効率化
改善、効率化

の内容
強味を伸ばす 　

区分

必要性 高い 効率性 高い

　子どもの居場所作りのために、地域の教育力を活かした地域子ども教室の運営体制を整え
るほか、各教室が連携することにより情報や活動のノウハウを共有できており、効率性は高
い。

事務事業目的

4,797 4,698 5,881

　地域子ども教室への参加者数

5,832

活動指標

事

務

事

業

評

価

内部要因
外部要因

必要性

効率性

方向性

　国の「放課後児童対策パッケージ2025」に基づき、既設教室の活動を引き続き支援する
とともに、未設置地域への拡大を図っていく。また、人材の育成及び新たな協力者を得るた
め、連絡会Ｔｉｅの取組（スタッフ交流や周知宣伝活動）を支援していく。

　地域社会における子どもたちの安心安全の確保が求められている。学校公開に関する取組
みが定着しており、保護者や地域住民の学校への理解を深める機会が確保できている。各教
室の後継者不足により、教室の継続が困難になっている。

生涯学習部　社会教育課担当部課

　核家族化の進行や社会構造、価値観などの変化に伴い、家庭や地域の教育力の低下が指摘
されている現状を踏まえ、地域で子供を育む機会を充実させ、家庭や地域の教育力の向上に
取り組むとともに、子供の健全育成を図ります。

　様々な体験や交流を通じて、地域で子どもを育む場として地域子ども教室の活動を推進し
ます。

　一部委託

　子供を取り巻く環境が変化する中で、放課後や週末に、子供たちに安全・安心な居場所を
確保することは、保護者からのニーズも高く、地域の教育力の活用という点でも、その必要
性は高い。

令和７年度教育委員会事務事業点検評価(令和６年度実施事務事業)評価表

見直し実績

　運営側が高齢化により現体制での教室存続が困難になった教室があったが、教室を引き継
いで運営可能な人材を見つけ、教室再開に向けて、コーディネーターと共に支援している。

5,995

4,303 4,664 4,629

事業区分 実施計画事業 施策体系 　生涯学習の機会や場の充実

整理番号 地域子ども教室推進事業
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